


















第 1 章 自伝作品『ムッシュー・ニコラ』  
1.1. 作家レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ  
1.2. 自伝作品『ムッシュー・ニコラ』  
1.3. レチフと『ムッシュー・ニコラ』における幸福の問題：『ムッシュー・ニコ
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1.3.3. フランソワーズ・ル・ボルニュ  
1.3.4. フィリップ・バール  
第 2 章  『ムッシュー・ニコラ』における語りの多層性   
2.1. 「語られる私」と「語る私」：語り A・語り B・語り C  
2.2. 語り B の様態  
2.2.1. 執筆・印刷時の現在の反映  
2.2.1.1. ピエール・プリオン『ピエール・プリオンの原稿』との比較  
2.2.1.2. ルソー『告白』との比較  
2.2.2. 物語世界への回顧的・前望的言及  
2.2.2.1. 回顧的言及  
2.2.2.2. 前望的言及  
2.2.3. 読者への呼びかけ  




第 3 章 想像世界と幸福論  
3.1. 想像世界  
3.2.1. レチフにおけるイギリス経験論の受容   
3.2.2. レチフ作品における経験論の文学的活用  
3.2.3. 自伝的小説による理想的人生の創造  
3.2. 幸福論  
3.2.1. 幸福主義と快楽主義  
3.2.2. 『ムッシュー・ニコラ』における快楽主義  
3.2.3. レチフにおける幸福主義：初期作品及び『奇論集』の分析  
3.2.3.1. 初期作品の分析：文学の有用性証明の試み  
3.2.3.2. 『ポルノグラフ』の分析：自己分析の萌芽  
3.2.3.3. 『ムッシュー・ニコラ』の陰画としての『テスモグラフ』  
3.3. 『ムッシュー・ニコラ』における教育論：ルソー批判  
第 4 章 自伝文学と幸福  
4.1. 想起の幸福  


























































































































に配置された自伝的語りである語り A の枠外で語り B が試みることは，読者への
呼びかけに代表的に示されるように，読者との共犯関係を築くことであると指摘
した．  





























































































































































































いえるであろう．   
 今後の課題としては，語りの多層性の生成過程を歴史的に把握することが第一
に求められる．この検討にあたっては，十七世紀以前の回想録を考慮すること，
あるいは十八世紀における自伝文学の生成史を日記文学なども視野に入れながら
検討することが，「私」の多層性の性質をより正確に理解するためには有益である
と思われる．  
 第二に，自己のエクリチュールのもたらす幸福の研究である．レチフが『ムッ
シュー・ニコラ』で実践した自己を語る幸福，想起の幸福は，単に文学の領域に
とどまるものではなく，より広い観点から多様な問題を提起する可能性がある．
たとえば，現代は情報技術の発展により，誰もがファイスブックや twitter に代表
される SNS などを通じ，自分のことを語る幸福・自己のエクリチュールという幸
福を実践している．その際，必ずしも事実の真正性が問題にならないことは自明
であり，その点でもレチフの「生きた本」の幸福と共通点を持つといえる．この
種の語りの幸福の思想史的背景を明らかにすることは興味深い課題である．本稿
では基本的にイギリス経験論や，幸福主義と快楽主義の西欧哲学の伝統的な幸福
観念探究から，自己のエクリチュールの幸福の在り方を探究したが，現代におけ
る想起の幸福・自己語りの幸福を検討するためには，西欧だけには限らない包括
的な視点が不可欠であることは確かであろう．通時的な，また通文化的な観点か
ら，自己を語る幸福の実像に迫ることが，今後の大きな目標である．  
 
